
■館林市 こども・若者の意見聴取 実施計画（案）

▶ 実施日程

・令和8年1月17日（土）・18日（日）のいずれか１日

・午前の部：高校生（15名程度）、午後の部：社会人、市職員（15名程度）を予定

▶対象

・15歳～39歳（高校生・社会人・市職員）

▶ 場所（候補）

・館林市立図書館（視聴覚室）

・向井千秋記念子ども科学館（会議室）

▶ 募集方法

・高校生：館林市内および近隣の高等学校の学校長へ人員協力依頼（市内在住・各校３名）

・一般：市ホームページ・SNS・市職員へ案内

▶実施方法

・3グループ程度に分かれ、テーマごとに自由な意見交換・課題抽出・解決策検討

▶テーマ

・高校生：「自分の声が届く社会にするには？」

・一般：「こども・若者が幸せな生活を送ることができる社会にするには？」

資料２



 

 

 

このたびは、グループワークにご参加いただき、ありがとうございました。 

みなさんの意見や気持ちを聞かせていただくことで、今後の「こども・若者支援」について、より

よい取り組みにつなげていきたいと考えています。 

このアンケートは、グループワークのふりかえりとして、みなさんの考えを自由に書いていただ

くものです。ご協力いただける方は、５～10 分ほどでお答えいただけますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

問１．今日のグループワークで思うこと、感じたことは何ですか。（自由記述） 

 

 

 

問２．グループでは話さなかったけれど、「自分はこう思う」と感じたことがあれば教え

てください。（自由記述） 

 

 

 

問３．「こども・若者がもっと幸せに生きられる社会」に必要だと思うことを自由に書い

てください。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。 

ご協力ありがとうございます。 

グループワークをふりかえって 

～こども・若者の声を聞かせてください～ 



■声が聴かれにくいこどもの意見聴取について

▶ 実施期間

・令和７年１２月配付時から令和８年１月１６日（金）まで

※調査票の配付は１２月中旬を予定

▶ 対象者

・障がい児（特別支援クラス） 市全体で５人程度（学年不問）

・不登校のこども 市全体で５人程度（学年不問）

・外国人のこども 市全体で５人程度（学年不問）

▶ 実施方法

・小中学校等を通して、対象者の保護者に意見聴取に関する説明文書を配付（保護者の同意）

・紙媒体による自由記述全３問のアンケート

・学校や施設で慣れた職員の支援のもと児童・生徒の負担を考慮し丁寧に行う



 

 

 

 

問１．自宅以外
じ た く い が い

で安心
あんしん

して過
す

ごせる場所
ば し ょ

や時間
じ か ん

はどんなときですか。（自由
じ ゆ う

記述
きじゅつ

） 

 

 

 

 

問２．学校
がっこう

や地域
ち い き

で『こうだったらいいな』と思
おも

うことがあれば教
おし

えてください。 

（自由
じ ゆ う

記述
きじゅつ

） 

 

 

 

 

問３．まわりの人
ひと

がしてくれてうれしかったことがあれば教
おし

えてください。（自由
じ ゆ う

記述
きじゅつ

） 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。 

ご協力ありがとうございます。 

こども・若者の思いを聞くアンケート 


